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[緒言] 
エレクトロスピニングとは、高分子溶液に電圧を印加することで、容易に極細繊維を作製する技術で

ある。作製される繊維は、大きい比表面積から様々な分野に応用が期待されている。過去には、本来は

紡糸不可能である低分子試料や紡糸溶液と非相溶な試料なども紡糸可能な紡糸溶液に混合してエマル

ジョンとすることで、二成分を含む混合繊維の作製なども研究されている。この様なエマルジョンの低

分子を後に架橋させて高分子量化することで、環境への負荷が問題視されている有機溶媒を用いずに非

水溶性高分子を紡糸できると考えた。そこで本研究では、PUプレポリマーと PVA水溶液を混合したエ

マルジョンのエレクトロスピニングにおいて、架橋剤の添加が繊維形成に及ぼす影響に着目した。 
 
[実験] 
本研究では、ポリビニルアルコール(Mw=31,000-50,000)水溶液 25wt%とウレタンプレポリマー(ポリエ
チレングリコール(Mw=400)とヘキサメチレンジイソシアネートから作製))を混合したエマルジョンを
紡糸溶液とし、ウレタンの架橋剤としてエチレンジアミンを用いた。実験条件は印加電圧 12kV、極板

間距離 10cm、相対湿度 約 50%で行った。収集した繊維は走査型電子顕微鏡(SEM)を用いて観察した。 
 
[結果と考察] 
 PVA水溶液に PUプレポリマーを混合したエマル

ジョンを紡糸溶液に用いると、ウレタンの添加量の

増加に伴い繊維径が増加したが、繊維が作製可能で

あった。一方、架橋剤を添加したエマルジョンを用

いて作製した繊維はエレクトロスピニングの成形不

良の一つとされるビーズが発生した。架橋剤(EDA)

のみ添加した PVA 水溶液(PVA:EDA= 8:2(重量比))
を用いて紡糸を行ってもビーズが発生しないことか

ら、架橋剤とPUプレポリマーの組み合わせにより、

ビーズが発生するものと分かった。PU プレポリマ

ーと架橋剤の反応がビーズの発生に関わっていると

考えられる。 
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